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の各面における立体要素連立式であるが,平面図におけるＳ18×Ｓ１８という関係など，明ら
かに偽とわかる立体要素が存在する。このような偽の立体要素は，Ｓ10,ｓ,２，ｓ,３，ｓ,４，
ｓ,８，ｓ2,であり，これらを除去すると，Fig.２３とＦｉｇ２４は，Fig.２５とFig.２６（(b)は
(a)を一つにまとめたものである.）に変化する。
解は次のようにして求められる。存在条件より，Ｓｌ￣Ｓ２－Ｓ３￣Ｓ９￣Ｓｌｌ－Ｓｌ７￣SI9は
部品Ｐ１の要素となり，Ｓ４－Ｓ６￣Ｓ７－Ｓ８は部品Ｐ３の要素，立体要素Sl5は部品Ｐ４の
要素，立体要素S22は部品Ｐ２の要素，立体要素S25は部品Ｐ５の要素となる。また，立
体要素S2oとS24は真となる。立体要素Ｓ５は立体要素Ｓ２，ｓ４，ｓ６とのみ面で接触して
いるので，実線条件より偽となる。また実線条件より，立体要素Ｓ25＝部品Ｐ５となる。
結果として，立体要素Ｓ16,ｓ20,ｓ23,ｓ24が不確定要素となる。したがって，４×４×５×
４－６０＝260通りの組合せが解の候補となる(60は，Ｓ16×S24の関係より除去される．)。こ
れらの組合せに各条件を適用すると，結論としてＦｉｇ２７のような５通りの解が得られる。
５考察
組立図から２個以上の部品となる立体を自動作成する研究は，著者の知る限り存在しな
いが，他の研究における，三面図から一つの立体を自動作成する手法を組立図に適用した
場合，立体要素を解の構成要素とした手法では，本手法が不確定要素を最小化するのに対
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して，他の手法は基本的に全要素の全組合せ探索をベースとしているので3)の7)8)，増大する
計算処理量の問題が大きく関わると考えられる。面を解の構成要素とした場合2)5)6)はなお
さらの事である。また，本手法は三面図と立体要素の対応関係を直接的に定式化している
ため，組立図や断面図などの副面図にも臨機応変に対応できるが，他の手法は理論的な構
成が複雑な分だけ，柔軟な対応が困難になると予想される。
６おわりに
本章では，立体要素による２次元組立図からの３次元部品図（ソリッドモデル）の自動
作成法について述べた。本章における研究成果を次にまとめる。
１．組立図によっては，解が複数存在する場合があるが，本手法は考えられる全ての解を
求めることができた。また，立体の表面として，平面，円柱面，円錐面，球面に対応可
能とした。
２．－つの立体を自動作成する場合に比べて，組立図では立体要素の判別が相当複雑とな
るが，立体要素連立式は，その複雑さを最小限度に押さえることができたので，結果と
して高速な処理を可能とした。
３．部品数５個で，立体要素数25個，不確定要素数４個というかなり複雑な組立図に対し
ても，全ての解が容易に得られることを示した。
４．部品関係を明確にするため，組立図では断面図がよく用いられるが，本手法は，断面
図でも容易に対応できた。
５．組立や設計の情報が，解を特定する上で有効であることを明らかにした。
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Abstract
Thispapershowsamethodofautomaticallydecomposinga2Dassemblydrawinginto3Dpart
drawingｓｂｙａｓｅｔｏｆｓｏｌｉｄｅｌｅｍｅｎｔｅｑｕａｔｉｏｎｓSolidelementsarevirtualelementsthatareconstructed
fromorthographicviewsandbecomethecomponenｔｓｏｆｓｏｌｉｄｍｏｄｅｌｓｏｆａＵｏｆｔｈｅｐａｒｔｓｄescribedin
theorthographicviewsThismethodorganizestherelationshipsbetweena2Dassemblydrawingand
solidelementsasasystemofsolidelementequationsthatcanclassifysolidelemenｔｓｉｎｔｏｔｒｕｅ
ｅｌｅｍｅｎｔｓｏｆｓｏｍｅｐａｒｔｓａndfalseelementsthatdonotactualｌｙｅｘｉｓｔｉｎａｎｙｐａｒｔｓ、Themethod
generateswaysofsolvingthesystemofsolidelementequationsandthecombinationoftrueelements
lfthereismorethanonesolution,themethodcangenerateallofthesolutions・Themethodwastested
onvarious2Dassemblydrawings．
